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府中市東部地区スポーツ振興会野球部

この東部地区大会申し合わせ事項明記以外のルールは、府中市学童野球連盟の「大会運営に関する
申し合わせ事項」に準じて行います。各チームの監督・コーチ及び審判員へ申し合わせ事項の
周知をお願い致します。

【各部の選手構成について】
＊東部地区大会では上の部への複数登録を認める。（例 3年生の3部と4部へ複数登録）
＊女子は１学年下の部への参加を認める。守備位置は投手及び捕手以外とする。人数の制限はなし。
＊『３部、４部の少人数登録救済処置』《2020年秋季大会以降試行中》
 ３部は４年以下、４部は３年以下の選手が７名以上で登録が認められる。
 試合では補強選手を１学年上の主力でない選手から選出し、
 男子は３名まで、女子を含む場合は５名までベンチ入りを可とする。
 補強選手の打順は末尾とし、守備位置は男子は外野のみ、女子は投手、捕手以外とする。
 ３部は４年以下、４部は３年以下の選手を優先し試合に出場させる。
 以上の特例で試合に望むチームの監督は、試合開始前に審判員と対戦相手の監督に了承を得る。
 （メンバー表で当該選手が判るよう印を付ける）

【東部地区大会特別ルール】
＊『引き分けと勝ち点制度』《2020年秋季大会変更》
 試合が７回終了時、試合制限時間経過後のイニング終了時及び通告最終回終了時に同点の場合は、
 引き分けとする。
 リーグ戦の順位を決めるために勝ち点制度を取り入れる。
 勝ち点は勝利の場合３点、引き分け１点、負けた場合０点とし、その合計点で順位を決める。
 もし勝ち点の合計が同点の場合は、まず当該チームの対戦成績での勝者を上位とし、
 三つ巴などで対戦成績が同じ場合は全試合の失点の合計が少ない順で順位を決める。

＊４部は1イニングに10点が入った際に攻守交替のルールを適用する
＊コーチャーズボックスは原則選手とするが、東部地区大会は３部以下はコーチが入って良い、
 ４部は指導のためコーチと選手が入ってもよい
＊《各チームが投球数を管理し、投球数を大会記録用紙に記録する》
 東部地区大会では投手の投球制限の70球(３・４部60球）に達した際に、スコアラーが球審に自己申告して
 そのイニングまでは投げられる事とする。
 試合終了時に自チームの投手の投球数を大会試合記録用紙に記入する。
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【試合の際の注意事項】
《コロナ対策》
府中市学童野球連盟の対応に準ずる
審判員へのお茶出しはしなくて良い
試合前に選手、コーチ、ベンチ入りの保護者の体調管理表を審判員へ提出する

＊試合開始３０分前までに監督、選手、当該審判はグランドへ来ること。
＊関東村への車での来場は必ず「駐車証」を車のフロントに提示すること。
 各チーム（部ごと）「２台」まで、
 応援に来る保護者も含めチーム内での連絡を徹底すること。
＊試合前のグラウンドのライン引き等準備は、当該チーム同士で行うこと。
 （審判員は塁間と投手板の位置を確認する）
＊ベンチは対戦カードの左側チームを１塁側、右側を３塁側とする。
＊1、2部の試合の球審は、出来るだけ担当チームの審判部員が行うこと。
＊試合球は試合前に監督より新品もしくは汚れや傷がないものを２球づつ球審に手渡す
 ボールは公認球Ｊ球を使用する、規格外品は使用しない。球審はJSBBマークを確認する
 ファールボールなどで見つからなくなった場合は当該チームが補充をする
 汚れたボールは各ベンチで汚れを拭き速やかに球審に返す
 球審は試合後にボールの数を確認し当該チームへ返還すること。
＊審判員は試合結果を備え付けの用紙に忘れずに記入すること。
 引き分けによる特別延⻑の場合はスコアに明記しその得点も記入する。
＊試合後のピッチャーマウンドやバッターボックス内の窪みはなるべく⿊⼟を入れ踏み固めること。

【関東村A14・A15グランドルール】
＊外野ネットおよび小屋に直接打球が当たった場合はホームラン。
 バウンドして外野ネットに当たったボールはフリー
＊バウンドして小屋、自転車、車などの障害物にに当たったり間を抜けたりしたボールは
 ボールデッドとし打者に【２個】の塁を与える。
 A14の入口スロープ部にボールが転がった場合は状況を見てボールデッド【２個】の塁を与える
＊ファウル地域のネットで下部が50センチほど開いている部分については、ネット下部から出て
 こなければボールデッドとし、跳ね返って出てきて容易に拾える場合はフリーとする。

以上


